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T-1220 は富 山化 学 で開 発 した β-ラ ク タ ム系 の新 抗 生

物 質 で,Ampicillin のAmino基 に4- ethyl-2, 3-dioxo-

piperazinylcarbonyl基 を 導 入 した も の のNa塩 で あ る。

本 剤 の 抗 菌 ス ペ ク トル は,Ampicillin と同 じ く,広 域

性 で そ の 作 用 は 殺 菌 的 で あ るが,特 にKlebsiella, Pro-

teus, Pseudomonas, Serratia な どに す ぐれ た 抗 菌 性 を示

す こ とが 明 らか に され て い る1)。

また,本 剤 は経 口的 に は ほ とん ど吸 収 され ず,皮 下,

筋 注,静 注 に よ って 速 や か に 吸 収 され,体 内で ほ とん ど

代 謝 を 受 け ず,そ の ま まの 形 で 尿 中 に 排 泄 され る。

わ れ わ れ は 本剤 に つ い て,産 婦 人 科 領 域 にお い て検 討

を 行 な い,結 果 を 得 た の で,以 下 に 報 告 す る。

1. 実 験 方 法

体 液 内濃 度 測 定 に は,B. subtilis ATCC 6633 株 を検 定

菌 とす る薄 層 平 板Disc法 に よ り測 定 し,標 準 曲 線 はpH

7.0の 燐 酸 緩 衝液 を 使 用 した 。

臨 床 試 験 は,産 婦 人 科 領域 の 感 染 症 を 対 象 と し,昭 和

51年5月 か ら10月 ま で の 間 に,昭 和 大 学 病 院 産 婦 人 科,

昭 和大 学 藤 ケ丘 病 院 産 婦 人 科 に 入 院 した 患 者 に 使 用 し

た。

II. 基 礎 実 験 成 績

1) 血 中濃 度

Fig.1に 示 す 成 績 は2名 の 産 褥 婦(腎 機 能 正 常)にT-

1220 1gを 静 注 した 場 合 の血 清 中濃 度 で あ る 。 そ の 吸 収

は速 く,30分 値 は18.9～19.8 (平 均19.35)μg/mlで あ

る。 そ の消 長 は急 カ ー ブを 画 い て 減 少 し,1時 間 値10.4

～9 .2 (平 均9.8)μg/ml, 2時 間値4.2～3.6 (平 均3.9)

μg/ml, 3時 間 値1.0～0.8 (平 均0.9)μg/ml, 4時 間

値,痕 跡 とい う成 績 を 得 た 。

2) 臍 帯 血,羊 水 中 移 行 (Fig.2, Table 1)

臍 帯 血,羊 水 へ の 移 行 を観 察 す る た め,分 娩 前,T-

1220 1gを 産婦 に静注 し,分 娩直後に臍帯血,羊 水 お よ

び母体血 を採取 して測 定 した。そ の成績 はFig.2お よび

Table 1に 示す とお りで,40分 よ り5時 間にわた る種 々

の時間 に合計11例 の採取 測定が行なわれた。臍帯血 中濃

度は,母 体血 中濃 度への出現 よ りややお くれ る傾 向にあ

るのは他 の抗生物 質 と同様で,8.8～1.7 μg/mlの 濃度 が

得 られ た。 また,羊 水中には0.78～2.05 μg/mlの 濃 度

が得 られた。

III. 臨 床 成 績

1) 対象 お よび投与方法

25例 の産婦人科 的感染症 に使用 した。Table 2～3に 示

した よ うに,乳 腺炎1例,骨 盤腹膜炎4例,子 宮 内膜炎

Fig. 1 Serum levels of T-1220 after intravenous 
injection of 1.0 g in women 

(Average of 2 cases)
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3例,子 宮筋層 内膜 炎兼 附属器炎1例,附 属 器炎1例,

子 宮旁結合織炎1例,産 褥熱1例,急 性 膀胱炎6例,慢

性 膀胱炎2例,腎 孟腎炎5例 であ る。 投 与 方 法 は1回

2g静 注,1日2回 を原則 と したが,一 部に1日1回,

お よび点滴静注 を併 用 した症例 もある。

2) 効果判定基 準

効果判定 には,検 出菌 の消長,自 他覚 症状 の消長,検

査 成績の変化 などか ら総合的 に判定 し,菌 の消失 しない

ものは無効,自 他覚症 状の消失程度が著 明でない ものは

不 明 と した。

尿路感染症 の よ うに判定 の容易 な例 では著効例 を設け

たが,他 の感染症 では,有 効,や や有効,不 明,無 効 の

4群 に分類 した。

3) 疾患別臨床効 果

Table 4に 示 した よ うに,骨 盤 内感染症 では骨盤腹膜

炎4例 中3例 有効,1例 無 効,子 宮 内膜 炎3例 中3例 有

効,子 宮筋層 内膜 炎兼 附属器炎1例 有効,附 属器炎1例

無効 子宮旁結合織炎1例 有効,産 褥熱1例 有効 で,合

計11例 中9例(81.8%)に 有効例が認め られ た。尿路感

染症 では,急 性膀胱炎6例 中著効5例, 有効1例,慢 性

複雑 性膀胱炎2例 中有効1例,無 効1例,腎 盂腎炎5例

中著効3例, 有効2例 で,合 計13例 中12例(92,3%)に

有効 例が認め られ た。乳腺 炎の1例 は無効で あった。

4) 起炎菌別臨床効果

Table 5に 示 した よ うに,乳 腺炎 お よび骨盤 内感染症

では,ブ 菌感染症2例 中1例 有効,1例 無効,ブ 菌 ・大

腸菌 混合感染1例 有効,大 腸 菌感染症1例 有効,不 明8

例 中6例 有効,2例 無効 であ り,尿 路感染症では大腸菌

感染 症10例 中著効7例, 有効3例,Proteus・ Enterococcus

混合 感染症1例 有効,StaPh. epidermidis 1 例著効, 不 明

1例 無効であ った。

5) 投与経路,投 与 量別臨床効果

Table 1 Transference of T-1220 into umbilical cord blood and amniotic fluid after 
intravenous injection of 1.0g at delivery

Fig. 2 Transference of T-1220 in umbilical cord blood and amniotic 
fluid after intravenous injection of 1.0g at delivery
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Table 4 Clinical results classified by diagnosis

Table 5 Clinical results classified by isolated organisms

Table 6 The results of liver and kidney function tests
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1日1回29静 注 の2例 の尿路感 染症 は2例 とも有効

であ り,1回1g, 1日2回 静注 の尿路感 染症 も著効で

あ り,尿 路感染症は治効が よい。1回2g, 1日2回

(計4g)静 注が17例 で大部分 を占め るが,こ の うち4例

が無効で あ り,こ れは疾患 による差が多 く,一 定 の傾 向

は少 ない。点滴静注 の2例 はいずれ も著効 であった。

6) 総合効果

上述の基準に よる判定の結果,著 効8例,有 効13例,

無効4例 の結 果を得た。

7) 副作用

本剤 は他の合成 ペニ シ リンと同 じ く,ア レルギ ー反応

について注意 を必要 とする ものであ るが,い わゆ る,ア

レルギー反応 らしき副作用 はな く,た だ1例(第9例)

に投与開始後3日 目に,注 射 時悪寒 を訴 えた症 例があ っ

たが,一 時的症状で あった。 また,使 用前後 の血液検 査

所 見,血 液生化学検査所 見はTable 6, 7に 示 したが,異

常化を認めた症例はなか った。

以上の成績か ら,T-1220 の産婦人科領域 におけ る感

染症に対す る臨床効果を認め,副 作用は少ない こ とを認

めた。

IV. 考 按

T-1220 は新 しく合成 された β-ラクタム系の新抗生物

質である。本剤 の抗菌 スペ ク トルは 広 域 性 で,特 に,

Klebsiella, Proteus, Pseudomonas, Serratia な どに対 し,

従来 の合成ペ ニシ リンよ りも優れた抗菌性 を示す ことが

特徴 とされてい る。 この点については,わ れわれ は検討

す る機会を得なか ったが,本 剤 のシ ンポジウムに報告 さ

れた成績は1),そ れを証明 してお り,特 に グラム陰性桿

菌に対す る効果は期待で きるもの と思われ る。 これは,

近年わが領域の感染症起炎菌の約60%が グラム陰性桿菌

で占め られる との報告 が多 く,わ れわれ もそれを報告 し

ているが2)3)4),こ の点 か らみて,本 剤 のわ が領域 におけ

る有用性 は期待 で きるもの と思われ る。

本剤 の吸収 に関 しては,こ れ まで の報告で は吸収 は速

やかで,CBPC, SBPCな どと同傾 向であ り,peak値 も よ

く似てい る。そ の排泄 も同傾 向で腎を通 じて速やか に行

なわれ,half- lifeは1時 間前後 であ るとされてい る。

われわれの成績 もこれ と同様であ り,静 注 後,急 速 に

peakに 達 し,急 速 に減少 して4時 間後 には痕跡程度で

あ ったが,尿 中濃度は高 く,尿 路感染症 に対 しては,そ

の抗菌スペ ク トル,抗 菌 力 とともに利用価値の高い もの

とい うことがで きる。羊水,臍 帯血 中へ の移 行 は 良 好

で,他 の合成ペ ニシ リンと同様 であるが,こ れは本剤の

周産期 感染症への利用価値 を示す もの とい うことがで き

る。

臨床成績 では,産 婦人科的感染症 に対 し,1回2g,

1日1～ 2回 静注 の投与 法で,25例 中21例,84%に 効果

を認めたが,な か んず く,尿 路感染症 の治効が よか った

ことは,そ の特性か らみて首肯 で きるものであ る。ただ

し,複 雑性 の尿路感染症 に対 しては,従 来 の 薬 剤 と同

様,治 効は同程度で ある。骨 盤内感染症に対 しては,80

%程 度の治効をあげたが,こ れ は比較的 難治な合併症の

あ る症例 も含 まれてい るこ とか らみて,他 の合 成ペ ニシ

リンと同程 度の効果 とい うこ とが できる。

副作用 に関 しては,一 般 に少 ない とい う報 告 が 多 い

が,他 の合成 ペ ニシ リン同様注意が必 要 で あ ろ う。 特

に,静 注時 の注射速 度をで きるだけ緩徐 にす る ように注

意すべ きである。種 々の検査所 見に対す る影響 は,今 回

のわれわれ の使用範 囲では認 めなか ったが,長 期間大量

にわた る使用では 当然,慎 重 な観 察を要す る。

む す び

新合成 ペ ニシ リンT-1220 につ いて産婦人科 領域で検

討 を行ない,以 下の結果を得た。吸収 は良好 で29静 注

で,20 μg/ml前 後 のpeak値 を得た。臍帯血,羊 水 中へ

の移行 は良好 であ った。産婦人科の感染症 に対 し臨床効

果 を認め,副 作用 は少 なか った。
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The clinical studies on T-1220, a new derivative of ampicillin, were made in the 

field of obstetrics and gynecology and following results were obtained. 

The serum levels in 2 patients with normal renal function after intravenous injection 

of 1.0 g were determined. The average peak level reached more than 20 ƒÊg/ml at 30 

minutes and decreased rapidly in 4 hours. The transference of the drug into umbilical 

cord blood and amniotic fluid were good. 

T-1220 was administered at daily dose of 2•`6 g intravenously to 25 patients (1 with 

mastitis, 11 with intrapelvic infections, 13 with urinary tract infections). Clinical response 

was excellent in 8 cases, good in 13 cases, failed in 4 cases, effective rate being about 84%. 

No noteworthy side effect was noted with T-1220.


